
前回は自転車が「車」の一種類で、原則車道を通行することを確認しました。
今回は道路交通法の改正により、｢歩道を通行できるようになったこと｣ について解説します。

○　あくまでも車道の通行が原則です　
　従来から、普通自転車は、道路標識等で通行できることが示
された歩道を通行することができます。
　ただし、自転車が歩道を通行する場合は、車道寄りの部分を
徐行しなければなりません。
　また、歩行者の通行を妨げるような場合は一時停止しなけれ
ばなりません。
　今回の改正では、標識がない場合でも、
　①自転車の運転者が児童、幼児である場合。
　②車道又は交通の状況からみて、自転車の通行の安全を確保
　　するため歩道を通行することがやむを得ない場合は、歩道
　　を通行することができます。
　　この場合も、車道寄りを徐行し、歩行者の通行を妨げてはい
　　けません。歩道は歩行者が最優先です。

○　乗車用ヘルメット着用努力義務　
　児童または幼児を保護する責任のある人が、児童または幼児を自転車に乗車させるときは、乗車用ヘルメ
ットをかぶらせるよう努めなければなりません。
　これから、暖かい時期を迎え自転車を利用する機会が増えてきます。交通事故の約 2割は、自転車による
事故といわれています。ルールを守って正しく通行しましょう。

問安曇野警察署（ 72・0110）または穂高総合支所内環境課交通防犯係（ 82・3131 82・6622）

市内の開発事業の承認および審査
【平成 20年２月の開発審査分】
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平成 19 年度 コミュニティー助成事業報告
　三郷地域の野沢区では、（財）自治総合センターのコミュニティ
ー助成事業（宝くじ助成事業）を活用して、区が開催するお祭り
の山車を新調しました。
　野沢区の山車は、115 年前に作られたもので、これまでも毎年
修繕を行うなどしてきましたが、老朽化が著しく、安全性の確保
のために新調されました。今後は、次世代に祭りが継承され、さ
らなる地域コミュニティー活動の発展のために利用されます。
　（財）自治総合センターによるコミュニティー助成事業は、コミ
ュニティーの健全な発展と宝くじの普及広報事業のために行われ
ています。

穂高地域（承認日　平成 20 年３月 14 日）
■株式会社アスピアの開発事業
・場所　穂高 9353 番　・開発面積　500.78㎡
・目的　建売分譲１区画
■社会福祉法人すばる安曇野共生会の開発事業
・場所　穂高有明3074番４　・開発面積　6,611.59㎡
・目的　特別老人ホーム「穂高苑」の建築
三郷地域（審査日　平成 20 年２月 28 日）
■安曇野ワイナリー株式会社の開発事業
・場所　三郷小倉 6687 番３他２筆
・開発面積　2,000.00㎡
・目的　飲食および物産販売店舗の建築
■株式会社スペースウェアハウスの開発事業
・場所　三郷明盛 2910 番１
・開発面積　736.00㎡
・目的　建売分譲３区画
■株式会社スペースウェアハウスの開発事業
・場所　三郷明盛 3006 番１,5 それぞれ一部
・開発面積　690.14㎡
・目的　建売分譲２区画
■小松幸枝の開発事業
・場所　三郷明盛 3006 番１,5 それぞれ一部
・開発面積　663.00㎡
・目的　貸し駐車場 25 台

改正道路交通法 ⑥ 改正ポイント

自転車の交通ルールの厳格化

住
民
票
・
戸
籍
謄
本
等
の
請
求
の

際
も
本
人
確
認
を
実
施
し
ま
す

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す

農
村
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

野
菜
苗
交
換
販
売
会

「自転車及び歩行者専用」標識


